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本大会におけるゲーム分析シートの特徴

1． スコアシートが作成された。これまで国内大会では、公式記録用紙をコピーして配布することはあったが、国際大会ではシドニー五輪、ヨーロッパ選手権などでかなり詳細な（各プレー毎の）ランニングスコアシートがインターネットを通じて公開されているのが現状である。科学研究に対し、ゲーム分析として蓄積されたノウハウを活かして、ランニングスコアシートを作成することを要請された。その結果、時間が得点と退水時のみであるが、ほぼボールに関するプレー毎の事象を記録することができた。

2． ゲーム分析シートが簡略化された。ゲーム分析システムを科学研究以外にも一般化するため、また大会中により必要な情報を見やすくするためにシートの内容がシンプルになった。また、試合中の分析も学生委員に協力してもらい、ゲーム内容の読み取りを行ってもらった。

3． 試合毎のデータ以外にも、チーム毎のデータや個人ランキングを算出した。

ゲーム分析結果を見る上での注意事項

1． 本大会はトーナメント形式で実施されたため、チームによって試合数が異なる。３決以上進出したチームでは、筑波大が５試合行った他は４試合である。

2． リーグ戦であれば、対戦チームが均一であるが、トーナメント形式なので、対戦チームが均等でない。そのため、各チームの集計データには差がでる。大差試合が含まれている時には、注意が必要である。

3． ゴールキーパーのランキングは、チーム毎である。分析ソフトの関係上、２名以上のゴールキーパーが出場していても、チーム合計として算出されている。

分析結果について

＜男子＞

1． チーム統計比較

1） １試合のシュート数は１チーム当たり約20本、得点は8.6点、シュート成功率は43％。最も多いシュートパターンはミドルシュートで250本。続いてカウンター186、フローター174、パワープレー144、カットイン70本。成功率では、カウンター65％(121本)。続いてパワープレー58(83)、カットイン50(35)、フローター36(63)、ミドル20(51)。退水数は1チーム当たり4回。上位チームで見ると、誘発数に差はないが、損失数に差があり。

2） 日体はフローターシュートが他の上位チームに比べて少ない。その代わりカットインシュートが多い。

2． 個人得点ランキング

1） 得点王は、星合（早稲田）と神崎(立命館)の14点。

2） 早稲田、筑波の得点者が集中しているのに比べ、日体大は分散している。

3． 退水誘発・損失ランキング

1） 誘発の部でトップは青柳（筑波）であるが、試合数から見ると2試合で6個の久保（法政大）が多い。どのような状況で誘発したかは、今回の分析では残念ながら非表示。

2） 損失の部では、筑波大の2名が上位を占めた。やはりフローターバックとなる選手が名前を連ねている。

4． ゴールキーパーランキング

1） 個人別ではなくチーム別に算出。

2） キーパーランキングは、決してチームの成績順にはならなかった。

3） ゴール枠外に飛んだシュートは含まれていない。ゴール枠内に打たれたシュート数のみで、ディフェンス力も含まれている。
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